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フィートの円錐形の火山ネイヴィス・ピーク
をもち、山腹からとくに西海岸に向かって大
きくすそ野が広がり、そこはサトウキビが好
む酸性土壌でもあるため、砂糖プランテー
ションの開発に好適な土地であった（ペアズ
〔1950〕）１）。本研究で取り上げるモントラ
ヴァーズ農園Mountrvers Estateは、まさにこ
の火山の山頂から西海岸に向けて、楔型に広
がっていた。農園海岸部すぐ南隣には、島の
首都チャールズタウンCharles townがあった。
　スペイン領だったネイヴィス島がイングラ
ンドによって占領されたのは、1628年のこと
だった。この島は、その周辺の島々やバルバ
ドス島などとともに、カリブ海諸島中最も早
く英領に組み入れられた（ダン〔2000〕）２）。
セント・クリストファ、モンセラト、アンティ
グアそしてネイヴィスのリーワード諸島北部
４島の定住者の多くは、17世紀半ばまで英国
出身の比較的小規模なタバコ農民によって占
められていたが、1660年代以降砂糖栽培が広
がった。それとともにアフリカ人奴隷の導入
が進み、４島には1670年代に少なくとも計約
4000人のアフリカ人が輸入され、当地の彼ら
はじめに
　本稿は、英領西インドの砂糖プランテー
ションにおける輪作の実践について紹介する
ことを目的とする。国際商品生産に特化する
熱帯プランテーションのモノカルチュア農業
と、同じ土地を利用して複数の異なる作物の
栽培を順次行う輪作とは、一見縁遠いものの
ごとくであるが、それらが合体したネイヴィ
ス島のモントラヴァーズ農園ではどのような
事情があったのか。この問題を考えるのが本
研究の目標である。
第１章　モントラヴァーズ農園とピニー家
　ネイヴィスNevis島は、リーワードLeeward 
Islands弧状列島の北部にある面積50平方マ
イルほどの、同列島中最も小さな島の一つで
ある。北に３マイルほどの海峡を隔ててセン
ト・クリストファ島St. Christopher（または
セント・キッツ島St. Kitts）に相対し、南を
モンセラト島Monserrat、西をアンティグア
島Antiguaと バーブーダ 島Barbudaに 取 り 囲
まれたこの小火山島は、中央に標高約3600
キーワード ： 西インド、サトウキビプランテーション、奴隷制
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と結婚した。彼女は、自身の農園を母の再婚
相手であるロンドン商人ヘンリ・トラヴァー
ズHenry Traversの 名 に 因 ん で、 モ ン ト ラ
ヴァーズMount-Traversと呼んでいた。互い
に隣接する両農園はこの結婚を機に統合され、
面積273エーカーほどの当時島で最大級の砂
糖農園新モントラヴァーズがこうして誕生し
た10）。
　ジョン・フレデリック・ピニー１世John 
Frederick Pinney the 1stが1739年に農園を受
け継いだ時、そこには144人の奴隷が使役さ
れていた。その後彼が多くの奴隷を追加購入
したにもかかわらず、農園差配人の管理のず
さんさにより、1761年にはその数は136人ま
で減少ししかもその多くは高齢であったとい
う。そこで彼は、この年に比較的忠実で有能
な差配人コーカーCokerを採用した。1765年
までに少なくとも10人の奴隷が購入されたに
もかかわらず、奴隷数はさらに122にまで減
少した11）。1762年にジョン・フレデリックが
病没すると、農園は遠縁のジョン・プレクタ
John Prectorによって相続された。その際彼
は、ピニー家の名跡を継ぎ以後ジョン・ピニー
と称するようになる12）。この新しい農園主が
ネイヴィスに上陸したのは1764年のことだが13）、
それはこのように農園経営が深刻な問題を抱
えていた時だったのである。
　彼は、以後20年近く在住農園主として経営
の立て直しに精力的に取り組む。ジョンはま
ず労働力の確保に着手した。1765年から1767
年までの間、ジョンは計60名の奴隷を購入し
た。彼らは、モントラヴァーズではなく当面
島の東側に広がるジンジャーランド教区
Parish of Gingerlandに点在したピニー家所有
の諸農園に配置された14）。1768年にジョンは
これらをすべてリースし、モントラヴァーズ
の人口も1672年の3184人から1678年の8449人
へと増加した（ダン〔2000〕）３）。プランタ
の階層分化も進み、1670年代には、ジェイム
ズ・ラッセルSir James Russellのように150人
を超える奴隷を使役する者も現れたが、その
多くはせいぜい１・２名の奴隷を所有しタバ
コやインディゴあるいは綿花栽培に従事する
小農民だった（ダン〔2000〕）４）。大規模砂
糖プランテーションが広がるに伴い、島の白
人の人口は1678年の3521人から1756年には
1118人にまで減少する一方、アフリカ人の人
口は同じ期間に3860人から8380人へと増加し
た。彼らの人口はその後も増加し、1766年に
は奴隷約9000人と自由人約1000人の計１万人
ほどに達した（ペアズ〔1950〕）５）。
　ペアズ〔1950〕は、この島と同家との関係
は1685年 秋 に ア ザ ラ イ ア・ ピ ニーAzariah 
Pinneyが当地に来航した時に遡るとする６）。
彼はヨーロッパから砂糖袋などを輸入する仲
買Factorとして身を立て７）、間もなくこの島
で砂糖農園の経営を始める。この農園は、島
の西海岸に面したセントトーマス教区the 
Parish of St. Thomas（あるいはロウランド教
区the Parish of Lowland）に位置し、シャー
ロッツ・エステートthe Charlots Estateと名
付けられ、面積87エーカーで首都チャールズ
タウンからは1.5マイルの距離にあった８）。そ
の経営の詳細は知られていないが、18世紀初
めまでに比較的大規模なものになっていた傍
証はある。1706年に島はフランス軍によって
襲撃・略奪されたが、その際アザライアは、
農園が製糖施設も含めて1200ポンド余りもの
損害を被ったと当局に損害賠償を請求してい
るのである９）。1708年にアザライアの息ジョ
ンは、やはりシャーロット農園に隣接して砂
糖農園を所有するメアリ・ヘムMary Helme
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　島に在住していた20年近くの間、ジョンは
農園経営を親しく指導し、管理人たちが既存
の運営方法に少しでも変更を加えることを決
して許さなかった20）。次章でも見るように、
1783年に本国に帰還する際、彼は詳細な砂糖
栽培手順を指示した覚書を残している21）。こ
のような農園主の態度がかえって災いしたの
かその後モントラヴァーズの管理はずさんに
なり、1790年代には砂糖やラム酒の生産量も
ジョンが在住していた時期よりも大幅に低下
した22）。彼は自分の指示が現地の差配人たち
によって度々無視されたことに業を煮やし、
彼らの管理上の失敗に起因する費用を彼らの
賃金から差し引こうとさえした23）。両者の対
立が深まる中、1794年に彼は農園を長男の
ジョン・フレデリック２世に譲ることを決心
した24）。ブリストル帰還の翌年1784年にジョ
ンは市内に自身の商会を創始し以後国際商業
に専心したが、その収益はネイヴィスからの
それの少なくとも５倍に上り、こちらがファ
ミリの主たる収入源になった25）。
　1795年に農園を譲り受けたジョン・フレデ
リック２世は、早くからその売却を志向した。
彼は1802年には島内の旧知のプランタである
クラークJ. H. Clarkeと最初の交渉を行ったが、
砂糖農園購入には時期が不適と断られている26）。
農園は、1808年に島出身のプランタで奴隷に
対する過酷な態度で悪名高かったハギンズに
35650ポンドで売却されることになり、代金
の支払いは1814年までに完了し農園は彼に譲
渡された27）。その後ピニー家が1820・30年代
に別の二つの農園を島内に所有したことを記
す記録はある28）が、彼らがモントラヴァーズ
の経営に再び関わることはなかった29）。
の経営に集中した。その際彼はそれら農園か
ら61名をモントラヴァーズに異動させた。そ
の結果当農園の奴隷数は172名になった。そ
の後15年間ジョンは奴隷の購入を継続し、
1783年には奴隷数は181名に増加し、1788年
には201名に達した。その後1808年に当農園
がエドワード・ハギンズEdward Hugginsに
売却されるまで、奴隷数はおおむねこの水準
を維持した。この売却の際ハギンズには農園
とともに183名の奴隷が譲渡されたが、所有
奴隷のうち27名についてジョンは前もって自
身のために留保していた15）。
　彼はまた、モントラヴァーズ農園の拡張に
努めた。農園は、海岸部の旧シャーロッツ部
分と山側の旧モントラヴァーズ部分より成っ
て い た。 ジョン は 前 者 を「 シャ ーロ ウ ズ
Sharloes」と呼び慣らしていた16）。1774年に
彼は、貸付金1500ポンドの抵当として設定さ
れた120エーカーのネイヴィス・ピーク山頂
に至る三角形の土地「ウッドランド」を、債
務者の返済不履行により入手した17）。こうし
てジョンの農園は、この間獲得した周辺のい
くつかの地片を合わせて、海岸部のシャーロ
ウズ、山腹の旧モントラヴァーズ、そして山
頂に至るウッドランドの三部分より構成され
る面積393エーカー余りのプランテーション
に成長した。この農園には、ジョンの計算で
は合わせて190エーカーの砂糖キビ耕地が含
まれていた。彼の屋敷モントラヴァーズ・ハ
ウスは、中腹の旧モントラヴァーズ内に位置
していた18）。彼は1783年に本国ブリストルに
帰還するが、その時までに少なくとも35000
ポンドの現金貯蓄を有していたという19）。在
住の農園主としてジョンが、危機的状況に
あった農園の立て直しに一定の成果を上げた
ことは確かである。
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ドより下方で第一ブロックの主要部分との間
の山麓部分を占めている。二つのブロックが、
上述の「旧シャーロウズ」・「旧モントラヴァー
ズ」とどのような対応関係にあるかは、今の
ところ不明である。製糖所が両ブロック下方
の海岸近くに設置されたのは、刈り取られた
サトウキビの搬入と製造された砂糖の出荷の
便を考えてのことと思われる。
　第一のブロックは、さらに二つの耕作区に
区分される。すなわち地番12・10・17・20番、
それにウッドランドの一部である３番より構
成されるもの（１－Ａとする）と、地番13・
14・15・18・19番とやはりウッドランドの一
部である２番と１番の一部より構成されるも
の（１－Ｂとする）とである。両耕作区とも
面積はまったく同じで、58エーカー３ルード
24パーチである。この図表には記載された土
地の位置関係が示された地図が付録として付
されていたと考えられるのだが、現在のとこ
ろその地図の所在は確認できていないので、
地番の配列方を地図上で確認することはでき
ないのだが、おそらく隣接した地片の順に番
号が付されていったものと想像される。この
予想が正しければ、両耕作区は、ウッドラン
ド部分を除いても、互いに入り組み・混在状
態にあったことになる。また第二のブロック
を隔ててウッドランドの一部が第一のブロッ
クの二つの耕作区それぞれに組み入れられた
理由は、まさに二つの耕作区の面積を等しく
するため、つまりは「帳尻合わせ」のためで
あったこと容易に想像できる。
　複数の耕作区が互いに入り組み合いしかも
それぞれの面積が等しいとなれば、それらは
輪作の実践と結びついていることが予想され
る。実際それは、この図の直前の説明に「（そ
れらの土地の）半分は毎年栽培されるべし。」
第２章　モントラヴァーズ農園の輪作
　この農園の輪作に関する記述は、「ピニー家
文書」の“Pinney Account Books”（ブリス
トル大学社会科学・芸術図書館資料番号
DM58/27）30）の13－15頁に見出される。この
史料の１－12頁は、1783年の同農園に現存す
る奴隷のリストに充てられているが、13頁以
降の３頁は、付録として農園の土地利用につ
いての「新しい計画」に基づく「サトウキビ
耕作地の配分」方が示されている。この年は
上述のように農園主ジョンが本国に帰還した
年に当たり、農園の運営管理を現地スタッフ
にすべて委ねざるを得なくなったことが、「新
しい計画」を立てた主な理由と想像される。
すなわちこの「計画」は、不在の農園所有者
ジョンによる現地の管理スタッフへの業務指
示書だったと見做すことができる。この付録
について、その冒頭に同年６月23日付で「プ
ランテーション業務日誌」31）に記載された内
容を転記したものと記されているが、筆者は
今のところこの「日誌」の当該箇所を確認で
きてはいない。
　そこではサトウキビ耕作地は大きく二つの
ブロックに分けられている。第一のものは13
頁に、第二のものは14頁にそれぞれ記されて
いる。上述のように、この農園は島の西海岸
からネイヴィス・ピーク山頂にかけて楔型に
展開する。第一の砂糖キビ耕作地ブロックは、
海岸近くの主要部分とウッドランドの一部と
から構成される。この主要部分は、その地点
は今のところ筆者には詳らかにし得ないのだ
が、「第一クロスレンジ」“the first cross range”
より下方で海岸近くに位置する「シャーロウ
製糖所」“Sharloe work”よりも上方に広がっ
ているとされる。第二のものは、ウッドラン
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争論が起こり、ジョンは彼らが自分の指示に
従わないことを不満としていたが、例えば二
年の休閑期には「毎年しっかりと施肥すべし」
とのジョンの指示が必ずしも順守されていな
かったこと、などがあったのかも知れない。
　次に第二のブロックの輪作について見てみ
よう。第一のそれとは異なり、そこでは耕作
区は三つに分けられている。即ち地番７・８・
11より構成される面積25エーカ ・ー１ルード・
５パーチのもの（２－Ａとする）、地番６と
10より構成される面積22エーカ ・ー０ルード・
７パーチのもの（２－Ｂとする）、そして地
番９・４そして５番の一部より成る面積25
エーカー・１ルード・５パーチのもの（２－
Ｃとする）である。加えてここでの３耕作区
は、第一にブロックの２耕作区と異なり、そ
れぞれの面積が同じではないことも分かる。
その理由の一端は、このブロックには奴隷労
働者の居住区が含まれていることにある。
　図表中、まず２－Ａの地番11（面積：12エー
カー１ルード35パーチ）と２－Ｂの地番10（面
積：８エーカー２ルード38パーチ）とについ
て、「大変地味が悪し“very poor”」と注記さ
れていることに注目したい。両地片の地味が
悪い理由はここには特に記されていないが、
それを推測させる注記は、２－Ｃの地番４な
らびに５の一部（面積：12エーカー２ルード
６パーチ）についてのものに見出すことがで
きる。それらもまた「砂糖キビ耕作地で、大
変地味悪し“caneland, very poor,”」と記さ
れるが、その事情として「（そのような状態
になったのは、）黒人の居住地としてそれら
の土地が宛がわれてから後のことである。」
と説明されている。そのため「そこに（サト
ウキビを）栽培する価値はほとんどなく、そ
の状態は以後も変わらないことだろう。」と
とされていることから、そして図の直下に示
されたピニーの「ノート」から、確かめるこ
とができる。そこでは次のように記されてい
る。
　ウッドランド内の地片ならびに他の耕地の半
分については、しっかりと毎年施肥を行うべし。
それは今の農園の地味を容易に維持するためで
ある。
　それに加えてウッドランドの３ないし４エー
カーの条地については、切り株を処理し直ちに
施肥を実施するのであれば、サトウキビの栽培
に付してもよい。
　これらより、二つの耕作区はサトウキビ栽
培と施肥とを交互に実施するように指示され
ていることが分かる。つまりここでは二圃制
の輪作が計画されているのである32）。
　しかしながら、この指示に示されているの
は二年輪作ではないことに注意しなければな
らない。実際サトウキビ栽培を組み込んだ二
年輪作はできない。小麦などと異なりサトウ
キビは播種から収穫までの期間が16か月ほど
かかるのであり33）、輪作のサイクルはそれに
応じて調整する必要があるからである。例え
ば、春期に播種されたサトウキビが収穫可能
になるのは、その年のではなく、翌年の秋期
になる。それ故サトウキビの栽培と施肥との
サイクルは、１タームを２年とするので、正
確には２年×２の４年になる。それでも第一
のブロックは、常時半分が休閑で施肥が為さ
れ残り半分がサトウキビ栽培に付されること
には違いない。20年近く農園の在住プランタ
として親しく耕作を指揮してきたジョンが作
成した指示であるが故、そこではこのことは
当然のこととして含意されていると見てよい。
前章で見たように、本国帰還後ジョン・ピニー
とネイヴィス島現地の管理スタッフとの間に
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稿では、この問題に答えることは任務を超え
る部分を含むので、控えたい。そこで、この
第二のブロックについてピニーが指示した輪
作のモデルの全体像を確かめる方に議論を進
める。
　まず14頁のこの図表のすぐ下の解説文では、
施肥の仕方が指示されている34）。
　ノート：（上記の）土地のうちの一つ、12な
いし13エーカーほどの部分について、しっかり
と毎年施肥を実施すべし。それにより現在のプ
ランテーションの地味を容易に維持することが
できる。
それに続けて奴隷の食糧栽培について、以下
のような指示が為されている。
　（上記の）三分された土地において〔そのう
ちの一つは奴隷の住居地に宛がわれ、作物の栽
培は無理だろう〕、あるいはウッドランド内の
土地で11・12月にサトウキビの刈り取りが為さ
れるべき土地以外の土地において、奴隷のため
のジャガイモその他の食糧provisionsの栽培の
ため、毎年10ないし12エーカーの土地が宛がわ
れるべし。
　以上より、まず第二の耕作地ブロックは三
区分されたことが分かる。そしてそれぞれの
区分もさらに奴隷労働者の住居に宛がわれた
土地と耕作に付されるべき土地とに二分され、
後者についてはサトウキビ栽培・休閑で施肥・
奴隷の食糧（ジャガイモ）栽培の三圃制輪作
が指示されていることが分かる。上述のよう
にサトウキビ収穫まで16か月程度要する故、
この輪作モデルもまた三年輪作ではなく、１
ターム二年の六年輪作だったと想像すること
ができる。このため第二のブロックでは輪作
のサイクルの中で耕作地の施肥の期間つまり
は休閑の期間（６年中２年間）は、第一のブ
ロックにおけるそれ（４年中２年間）よりも
もされている。これらの注記から推測して、
地番11と10の両地片もまた、同様の理由で「地
味が非常に悪し」という状態になったのでは
ないかと疑われる。
　少なくとも地番４ならびに５の一部につい
ては、元来はサトウキビ耕作地であったこと、
それがある時点で新規に購入した奴隷に居住
地を与える必要が生じたため、これらの土地
はそのために転用されたこと、などが分かる。
上記のようにジョン・ピニーは、モントラ
ヴァーズ農園経営の立て直しのため当初奴隷
の新規購入を積極的に進めたが、その結果新
たな居住地を設ける必要に迫われて、やむな
くサトウキビ耕作地の一部を転用することに
したと想像される。住居地に転用されたのが、
高度が比較的低く海岸に近い第一のブロック
内の土地ではなく、それよりも標高の高い第
二のブロック内のそれであったのは、前者の
方が気温・湿度ともに高いのでサトウキビの
収量が大きく、また製造された砂糖の搬出の
便も良かったためと想像される。
　それにしても、プランタのジョンはどのよ
うな経営判断から、サトウキビ耕作地を犠牲
にして奴隷労働者の住居地を設定したのだろ
うか。彼らの住居地に転用された耕作地部分
は、「今後も（栽培するにほとんど値しない）
状態のままであろう」というのだから、この
措置は一時的あるいは仮のものではなく長期
的・恒久的なものとして為されたことになる。
実際労働者の住む建造物を頻繁に撤去・建て
替えすることは非現実的で、しかも住民の居
住に伴う生活排水やし尿その他の汚物による
土壌の汚染も考慮しなければならない。それ
故、ますますこの措置の理由がどこにあるの
か興味惹かれるところである。しかしながら、
農園の輪作システムの紹介を主目的とする本
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は未開発の森林が多く残され、そのような政
策をプランタが実施する余地は大きかったが、
ネイヴィスやバルバドスなど小規模な島々よ
り成る小アンティル諸島では、島の耕作可能
地はほぼ開発され尽くしていたため、多くの
プランタはこの政策を追求することもできず、
同じ英領のジャマイカなどとの競争において
も経営上非常に不利な立場に立たされ、彼ら
の没落がそれにより助長されたと考えられて
いる。しかし、このモントラヴァーズの事例
で明らかなように、奴隷の食糧作物が輪作に
よって自給される余地があったとするならば、
この問題は吟味し直す余地があるかも知れな
い。
結び
　輪作は、工業的に生産される化学肥料が利
用可能ではなかった時代に、地力の維持なら
びに同じ耕作地での多様な作物生産を目的と
して実施される。一方で奴隷労働者の食糧費
節約圧力を受け、他方で未開墾地がほとんど
見出せないという条件の下で、小アンティル
諸島のプランテーションで耕作地の輪作が行
われたのは、不自然ではなかった。しかし輪
作の実践には、管理者の指導力と耕作者の連
携協力が欠かすことができない。ジョン・ピ
ニーの輪作モデルが必ずしも期待された成果
を生まなかったとすれば、そこにはこのよう
な農園の社会的な問題が介在していたのかも
知れない。
注
※　本研究は筆者が研究代表者である平成26年度学
術振興会科学研究費基盤研究（Ｃ）（一般）「英領
ジャマイカの４農園における黒人奴隷人口の比
相対的に短く、その分だけ地力の回復が十分
ではなかった可能性がある。ジョンは恐らく
この不利益も考慮した上で以上の指示をした
のだから、やはり第二のブロックの収量は第
一のそれに比して明らかに見劣りするもの
だったのだろう、と想像される。
　それにしても、経営的には第一のブロック
に比較すれば地味劣る第二ブロックに属する
とはいえ、その８ないし12エーカー余りのサ
トウキビ耕作地部分を恒常的な奴隷の居住地
に転用したり彼らの食糧の栽培を輪作に組み
込んだりした理由は、どこに求めるべきだろ
うか。この問題の本格的吟味は上述のように
課題として残す。ただし当面食料の自給の問
題については、既存の研究から示唆が全く得
られない訳ではないので、それを紹介したい。
すなわちアメリカ合衆国独立革命以後、英本
国の対抗禁輸措置により彼の地からの安価で
潤沢な食糧・建材などの供給が減少し、それ
に大きく依存していた西インドの諸プラン
テーションは、たちまち生産費の高騰に直面
することになった。とくに同じ西インドに
あって砂糖産地として急成長を遂げた仏領サ
ンドマングとの国際競争に晒され、英領西イ
ンドのプランテーションは概ね後退を余儀な
くされていた35）。ジョン・ピニーの経営改革
は、この経済環境の下で展開されたことに、
是非注意する必要がある。
　この環境下で英領西インドのプランタたち
は、農園の自給化つまり食糧の代替生産を目
指す志向を示したとされている。すなわち奴
隷に与える食糧を確保するため、高騰する輸
入食糧の購入を減らして出来得る限り農園内
での自給を行おうとしたのである。しかしな
がら既説ではジャマイカのような西インドで
も比較的大きな島では、特にその中央山地に
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